
　

新型コロナウイルスの感染拡大については、まだまだ予断を許さない状況ですが、今できる

ことに精一杯力を尽くして、今年度を「失敗を恐れず挑戦する１年」にしましょう。

保護者・地域の皆様、本校は今年度の重点目標を「夢や目標をもって、仲間と共に高め合う

人間性豊かな生徒の育成～「挑戦」「協働」「感動」を合言葉に～」としました。これからは、

今回の新型コロナウイルスへの対応のように、経験したことがないような問題や課題に対して、

周囲と協力しながら、自ら進んで、力強く、たくましく立ち向かっていく力が求められていま

す。そのため本校では、生徒たちが主体的に課題と向き合い、自分の考えをもち、他者と関わ

りながら、考えを深め、実生活で活用できる能力を身に付けられるよう、教育活動を展開して

いきます。

私たち教職員一同、「神居東中学校に通わせて本当によかった」と思っていただけますよう、

誠心誠意努めてまいりますので、これまで同様、変わらぬ御支援・御協力を、どうぞよろしく

お願いいたします。
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「練る」には、「鍛える」「磨く」、「慣れる」や「習熟する」といった意味があります。

ですから、じっくり考え、意欲的に学ぶとともに、学校生活を通して、大いに心身を鍛えて

ほしいという願いが込められています。

「律する」には、「一定の規範を設けて統制・管理する」、あるいは「ある基準に当ては

めて判断・処理する」といった意味があります。中学校時代は多感な時期ではありますが、

自分の気持ちをコントロールして、冷静に判断し、他を思いやりながら行動できるように

なってほしいという願いが込められています。

私たちは、一人一人が違っていて当たり前。自分のことがわかるのは、自分自身だけなの

です。だからこそ、お互いを理解するためには、自分の思いを的確に表す表現力と、相手の

気持ちを思い描く豊かな想像力、そして何よりも、その二つの力を支える、互いを思いやる

心が大切なのです。どうか、周りの人を思いやり、自分とは違う意見や異なる立場の人のこ

とも大切にしてください。一人一人の個性を認め、共感し、理解しようと努めてください。

「挑む」には、「困難な問題や未経験のことなどに取り組む」、あるいは「ある対象に立

ち向かっていく」といった意味があります。これからの社会では、今回の新型コロナウイル

スへの対応のように、経験したことがないような問題や課題に対して、周囲と協力しながら、

自ら進んで、力強く、たくましく立ち向かっていく人が求められています。「誰かが答えを

教えてくれるのをただ黙って待っていてはダメ」なのです。皆さんには、問題や課題を自分

事として捉えて、常に「自分ならどうするか」を考えながら自主的・主体的に生活し、積極

的に自分の可能性に挑戦してほしいと思います。

今年度は、新入生７３名が加わって、全校生徒２２５名で学校生活がスタートしました。朝から元気な挨

拶の声が響き、はつらつと日々の授業に取り組む生徒の姿から、それぞれ学年が一つずつ進んで、何事に

も前向きに取り組んでいる様子がうかがえます。

さて、７日の入学式式辞で、私は本校の校訓である「練る」「律する」「挑む」について、次のような話をし

ました。



　４月７日(木)、新入生7３名が神居東中学校に入学しました。新入生を代表して、河合琴子さんが｢神居東中
学校の生徒として誇りをもち、充実した生活を送りたいです。｣と力強く述べました。今年度は、各御家庭２名
まで、保護者の方に御臨席いただき、お子様の晴れ姿を見ていただくことができました。
　全校生徒2２５名で令和４年度がスタートしています。今後の活躍を心から期待しています。

　本年度の人事異動で、次の８名の教職員が着任いたしました。
｢チーム東中｣として、全教職員が一丸となって神居東中学校の教育活動の充
実と発展のために全力を尽くします。どうぞよろしくお願いいたします。

　４月18日(月)、第1回目参観日を行い、授業の様子を参観していただきました。授業後は、体育館で学年･学
級懇談も行いましたが、平日にもかかわらず、多くの保護者の皆様に参加していただきました。また、チェッ
クシートの提出や手指消毒、お隣の方との間隔を置いたり、参観中の会話を控えていただいたりするなど、感
染症対策への御協力もしていただきました。本当にありがとうございました。

人間性豊かな生徒の育成～「挑戦」「協働」「感動」を合言葉に～」としました。これからは、

今回の新型コロナウイルスへの対応のように、経験したことがないような問題や課題に対して、

私たち教職員一同、「神居東中学校に通わせて本当によかった」と思っていただけますよう、

先日議案書を配付させていただき、ＰＴＡ総会並びに部活動後援会総会

を書面会議とさせていただきました。今年度もコロナ感染症対策のため、

多くの活動が中止または延期となっておりますが、議案書の通りに進めさ

せていただきます。今年度も皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

1日(日)開校記念日

2日(月)3年振替休業

6日(金)常任委員会

9日(月)議案書検討

9日(月)～13日(金)

3年保護者面談

11日(水)耳鼻科検診(1年)

19日(木)職員会議 部活動中止

19日(水)耳鼻科健診(全校)             

23日(月)避難訓練

25日(水)校内陸上大会開会式

※部活動中止

26日(木)校内陸上大会

※弁当持参 部活動中止

27日(水)校内陸上競技大会

予備日 ※弁当持参

30日(月)～6月7日(火)

教育相談

31日(火)眼科検診(1･3年生)

本校のHP

○校 長 神林 宏行 旭川市立西神楽中学校より

○教 諭 國井 裕之 旭川市立光陽中学校より

○教 諭 白井 和子 旭川市立緑が丘中学校より

○教 諭 平井 求知 中富良野町立中富良野中学校より

○教 諭 土島やよい 士別市立士別南中学校より

○教 諭 熊谷 風香 新採用

○再任用教諭 菅原 整 旭川市立春光台中学校より

○教 諭 大森 健司 豊富町立豊富中学校より（大学院派遣）

本校では、昨年度に引き続き、北海道教育委員会による授業改善推進事業の一貫として、推進委員であ

る本校の早川裕章先生と神居中学校の𠮷井収先生に、数学科の授業改善に向けてサポートしていただいて

います。この事業は、「中学校数学科の授業改善」を通して全道の中学生の学力向上を図ることがねらい

となっており、推進チームは、旭川市、函館市、釧路市で活動しています。本校へは、年間30日授業に入

ります。


